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   The substitute bladder was formed by the transplanting of ureters into the  Heiden-
hain's pouch made of corpus ventriculi of the dog, and the post operative course of 
this procedure was observed. 
   The results were as follows  :
   1) The reabsorption of the urinary constituent by the substitute bladder was of 
little amount and any remarkable change was not found in the  bldod electrolyte. 
   2) Though the  segment of stomach was used as the substitute bladder, neither 
 its  influence upon the secreting function nor the change of the histological finding was 
observed. 
   3) The secretion of the acid gastric juice from the substitute bladder may prevent 
the ascending infection. 
   4) The substitute bladder can reserve the urine. 
   5) The operative procedure in the experimental animals is not so complicated. 
   6) The ileus was found as the cause of death in the early post-operative period 
and the various grades of renal insufficiency owing to the stricture at the site of 
ureteric transplantation occured frequently in the later post-operative period. 
   7) When the stricture did not occur at the site of anastomosis, the renal function 
has not been damaged and the animals could live for a long time. 
   8) When the Heidenhain's pouch was anastomosed to the subtotally resected bladder, 
any remarkable change was found neither in the histological, nor in the blood chemical 
examinations. 
   Therefore this gastric pouch may be used in the operation for the purpose of 
increasing the capacity of the bladder. 
   From above mentioned experimental results it may be concluded that the segment 






近時化学療法 及び一般外科学 の著 しい進歩 に
よって膀 胱癌 根治手術 としての膀胱 全別 除術,
発育 せる骨盤 内悪性 腫瘍 に対 して施 行 され る骨
盤 臓 器全 別除術 と,思 い切った 大手術が施行 さ
れ る様 になっ た.
此際最 も問題 に なるのは 尿路の 処 置法 であ
り,此 点 に関 しては従 来諸家 によ り多数 の術 式
が 発表 され て居 る.
即 ちSimmon(1851)の尿 管S状 腸吻 合術
に始 ま り,Makkas(1910)の 盲 腸膀 胱,




(1954)等の回腸 膀胱,回 盲部 を代 用膀胱 とし
て回盲弁 に より尿失禁 を調節 するGilchrist3)
氏 手術(1950),叉肛門括約筋 に より尿 尿を別
汝に潴溜す る事 を企図 したLevitsky氏手術4⊃
(1953),LowsleyandJohnson氏手術5)
(1955)が発表 され た.更 に尿路 の連続 性保持
を 目的 として空置 せる腸管 を代 用膀胱 とな し,
之 を尿道 に吻 合する幕 内6⊃7⊃(1956,1957),
]M[cLean8,(1956),白羽9 (1957)等の発表 が
ある.
以上 の如 く,各 種 の尿路 処置法 が報告 されて
来 たが,之 等 は何 れ も腸管 を使 用す る為,上 行
感 染 及び尿成分 の再吸収 を不断 に考 慮に入れね
ば な らない,
而 して私 は前篇 迄の基礎 的研究に よって,10〕
Ll)空置 したHeidenhain型小 胃は最 もC1の
吸収が少 く,叉 血管が豊 富な為 に剥 離i移動 によ
っ ても壊死 に陥 る危険が少 く,代 用膀胱 と して
蓄 尿 の目的 に使用 し得 る事 を知 った.
依 っ て私は此 の小 胃に尿管 を移植 して小 胃膀
胱造設術 を行 い,其 の経過を観察 した.
更 に小 胃膀胱 の分泌機能 を調べ,尿 蓄溜 に よ
る小 胃の組織 学的変化に も検索 を加 えた.
又動物実験 に より小 胃を代用膀胱 として使用
す る場 合,尿 は小 胃痩孔 よ り失禁状態 にあ る為




























痩カニユ 一ーレを挿入して,之 を煙草縫含糸に より2層
に縫合固定した.次 で胃痩カニユーレを腹壁に開口せ
しめ,腹 腔内にはPenicillin10万単位,Strepto・




で自然に脱落した.術後2日 間絶食せ しめ,其 間毎 目
リンゲル液200cc,5%ブ ドー糖液200ccを 皮




を作製した.次 で尿管を保存す る様に三角部を残 して









a)血 液 化 学 的 検 査
上 記 手術 を施 行 した 動 物 に就 て,血 漿 中 のCl,
Na,K,Co2,N.P.N.を術 前,術 後 第1週,第2週,
第3週,第4週,以 後1ケ 月毎 に術 後3ケ 月迄 測 定 を
行 っ た.尚 採 血 は全 例 大 腿静 脈 よ り流 動 パ ラ フイy下
に採 血 せ る ヘ パ リ ソ加血 液 か ら 分 離 せ る血 漿 よ り,
Folin・Wu法13,によ り除蛋 白せ る炉液 をc1及 び
N.P.N.の測 定 に当 て,又10%Trichlor酪酸14}に
よ り除 蛋 白 せ る炉 液 をNa及 びKの 測 定 に使 用 した.
尚C1はSchalesandSchales氏 法15)(1941)
に よ り測 定 し,Na及 びKの 測 定 に はBeckrnanの
FlamePhotometerie)を使 用 し,N.P.N.の 測 定
はHalb-Mikro-Kjeldahl法171によ り行 い,又
Co2はVanSIykeandNei1の 検 圧 装 置18)を使
用 して 測 定 した.
b)胃分泌機倉佳検査
小胃膀胱造設犬を第4eel9,に記載せる如き固定台



































































































植部に狭窄,両 側 尿管に高度の屈 曲を認めた.尚 腎
孟,小 胃粘膜には炎症所見を認めなかった.
以上の所見は,要 約すると第1表 に示 す如くであ
る.






剖 検 所 見

















両側腎孟中等 瀦 等離 張陰 狭撫


















































第2表 血 液 化 学 的 所 見
361















































































































































































































































































































































































































































































































総 括 及 び 考 按

























状 腸吻合兼 人工肛門設 置,回 腸膀 胱吻合兼 回腸
痩設 置の3群 に分 かち実験 を行 った結果 よ り,
回腸膀胱が血液化学的 に も,叉 病 理組 織学的に
も最もす ぐれた術式 である とな し,本 法 の欠点
た る尿失禁 を考慮 し て本 術式 を患 者 が好 まな
い とき・は,せ めて空置 直 腸に 尿管 を 吻合 する
Coffey-UsadelTypeにす る事 が望 ましい と
述べて居 る.
更 に叉Grotzingereta1.24)(1954)は空置
回腸の粘膜層 を切除 し,反 転 して其 の漿膜面 を
内面 とな し,膀 胱 と吻合す るreversedsero-
musculargraft法を動 物実験 に よ り行 い,又
落合25)(1956)及び柴 田26)(1957)は粘 膜を各
種 腐蝕剤 に より腐蝕 せ る又は粘 膜を剥離 せ る腸
管に就 き実験 を行 っ て居 る.然 しなが ら之等 は
柴田等 も指摘 して居 る様 に,何 れ も手術 侵襲の
大な る事及 び感染 の惧れ のある事 を考 慮に入れ
なければな らない.
小 胃を代 用膀胱 として使用 する試 みは,最 近
Sinaiko27》(1956),村上28)(1956),森本29)
(1956)等に よ っ て動 物実験 例 が 報告 され,
Sinaikoは犬 胃体部 にHeidenhain型小 胃を
造 設 し,又 村上,森 本 は犬 胃幽門側半分 を空置
し,夫 れ夫れ尿管 を移植 して代用膀胱 とな し実
験を行っ た.
彼等 の結論 を綜 合す る と以下 の如 くであ る.
1)小 胃膀胱 は尿成分 の再 吸収 が少 く,過 塩
素血性酸血症の 発生 は認 め られない.
2)小 胃膀胱造 設犬の腎孟 内潴溜尿の細菌培
養 の結果,細 菌数 が尿管S状 腸吻 合犬 のそれに
比 し著 し く少 い.
3)小 胃膀胱 よりの酸 性 胃液の分泌 は蓄尿細
菌 の繁殖 を抑制 する.
4)蓄 尿可能 であ る.
5)小 胃の栄養 は左 胃網膜動静脈 のみを残 せ
ぱ,保 持 せ られ,従 って小胃の可動 性は 大であ
る.
前述 の如 く,私 もHeidenhain型小 胃に尿
管 を移 植 して,代 用膀 胱 とす る 実験 に成功 し
た.




















により行 う場 合には,胃 腸吻合及 びそれに伴
う合併症を考 慮に入 れなけ ればな らない.叉
Billroth第2法に依つて行 う場合には,其 の
















大なる影響を受け て居 ない事 を明か に して居
る.
従ってSillaiko26)の指摘 して居 る如 く,小
胃からの酸性胃液の分泌により細菌の繁殖が抑
制せられて,上行感染を予防すると同時に,又
Boyce32,(1952)が主張 せ る如 く,腸 内か らの
C1の 吸収は,細 菌に よっ て尿 中尿素が分解ぜ
られ て発生 す るNH,と 尿中 のC1が 結合 して
NH,Clの 形 で吸収 され る とすれ ば,細 菌 数 の
少 い事はNH4Clの 発生 もそれ だけ恐 ら く緩慢
とな り,従 ってC1の 吸収は抑制 せ られ て過塩
素 血性酸血症 の発生 も少 くなる と思われ る.
次に本 手術 の合 併症 としては,村 上28)も指
摘 して居 る如 く,尿 管 移植 部 の狭 窄 が最 も多
く,吾kも10回 の移植 申,6回 に於 て多少共廠
痕 性狭窄が起 った.そ して何れ も種 汝の程度 の
水 腎症 を起 し,2例 に 於 て腎 機 能 の低 下 を認
め,其 の 中の1例 は尿毒症 を起 して死亡 した.
本 実験 の材料は犬 で ある為,尿 管 が小 さ く,
為 に移植 に当っ ては総べ てKerrandColby
氏法12》に よっ た為 に術後 の狭窄が頻 発 した.
人体 の場 合にはNesbit33)(1950)のmucosa
tomucOSa法を用いて吻合すれ ば,此 の合 併
症 は避 け得 るであろ う.
其 の他 副子 カテー テル の長 期間留 置,又 は
Cortisonの使用(森 本29})に依 って予防 し得
る もの と信 ず る.









2)小 胃を代用膀胱 として使用 しても,本来
の胃としての分泌機能には大なる影響なく,組
織学的に も著変を認めない.
3)小 胃か らの酸性胃液 の分泌は上行感染を
防止するもの と思われ る.
4)小 胃膀胱は蓄尿可能である.
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⑦ ② ③ ④ ⑤ ⑤ ・一 比較誠
第23図 壁藩田月包樹 数
瞬 團対照
⑦ ② ③ ④ ⑤ ⑤ 一 比較言随
第24図壁細胞補正数
⑦ ② ③ ④ ⑤ ⑤中一比較部位
第22図 胃腺の長さ
路 疾 患 に …
マ ン デ ル 酸 ・ ウ ロ ト ロ ビ ン 結 合 体
ウ回夢ミ】跳
大腸菌、黄色葡萄状球菌等による尿路感染症によ く奏効す
2大特瑞:藁鋸 雛 儘 麗轟 τ照 型ξ灘 論 獅 灘 効く
効 能 。腎 孟 炎 。膀 胱 炎 ・膿 腎症 ・尿 道 炎 包 装 。(0。25瓦)30鍵・100鑓・1000莚
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